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はじめに

　大学全入時代を迎えた現状を鑑みると、高等教育への進学者は大変幅広い選択肢を持っており

ま丸万人向けの進学先はありません。だからこそ、白分にあった進学先を選択することが重要

かと存じます。高等教育に進学することが可能な方には、さまざまな選択肢を比較検討した上で

先をじっくり考えていただきたい、そして微力ながらもそのお手伝いができたらとの想いからこ

の「高校生が学ぶ大学の講義」を作成しました・

　本学には、毎年多数の高校生が訪間されますが、今後、さらに高等学校に本学をご利用してい

ただくために、本学から教員・学生を高等学校に派遣するタイプの講義・ワークショップについ

ての“サンプル”として、　「高校生が学ぶ大学の講義」を配布させていただきます。サンプルと申

しましたのは、ここであげ．られている講義・ワークショップ以外にも、ご相談に応じてさまざま

な内容・形式の授業を提供することができるためです。このパンフレットをご覧いただき様々な

ご希望・アイディアをいただければ、幸いです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新潟国際情報犬学広報委員会

パンフレットの使し、方’

　このパンフレットは、本学教員および学生が高等学校に出張して講義するた
めのサンプル集です。

ここで紹介するサンプルは大きく3つに分類されてし、ます。

教員による講義として

A　’一大学’って何だろう1進路につし、て考える講義

B　大学の講義は面白し、1大学の講義を体験してみよう

学生による授業として

C　国際交流インストラクター1学生によるワ丁クショップ形式の授業

　それぞれの講義の特徴をこ理解し、ただくために、キーワードを設けました。

選択の際1ここ利用くださし、。

　また、本学のコンピュータ演習では、学生がティーチングアシスタントを

行⇒ております。とれを応用し、教科「l1青報」の授業に学生をティーチング

アシスタントとして派遣することも可能です。

　このようにこ紹介したサンプル以外に様々な組み合せやアレンジが可能です。

こ要望やアイディアをいただき、こ相談させていただき冒…す。
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0簸議霧議籔騒羅議嚢嚢鐵議簸窪議議議藷譲義綴繋轟欝護籔繋灘嬢

「大学に行こう！一人生を真剣に考える人へ」
講義番号　’1

高校までの「勉強」ではなく、大学での「学問」の意味に⊃Lrて、わかりやすくお話しします。大学は一体人生の何の役1こ立つので

しょうか。大学を卒業すると、「学士号」がもらえ、生涯賃金も高卒よりは高くなるのですが、そんなことは大学1こ進学する本当の

意味ではあoません。それじゃ、資格をとったり、高度な専門技術在身につ1プるために大学に行くのでしょうか。もちろん、それも

進学のひとつの動機になりますが、そんなことも本当の理曲［はなOません。資格だけなら専門学校でもとることができるで

しょ弐これらのこと1〔加えて、もコと重要な意義が大学1＝はあOます。それをみなさんにお話ししたいと思L1ます。「学問」が人

生1＝どのように役に立つのか。たとえ「勉強」が苦手だった人でも、「学問」の喜ぴや面白さがわかるとし、うことや、これからやコて

くる不確実な時代1〔生き抜し、てゆくための＜真の実力〉を身につけられるとしrうことなどもお話ししたいと思っています。

佐々木　寛（舳舳〃肋ω肋
情報文化学科教授

経歴11990年立教大学法学部卒業
　　　　　1996年中央大学大学院法学研究科博士後期課程単位取得退学

　　　　　カリフォルニア大学バークレー校客員研究員

専門領域1政治学・平和学・国降関係論

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講義番号
「大学に入って部活をやろう！！」

大学に入ったら部活をやりましょう！！ほとんどの学生は大学卒業後、就職を希望してしrます。しか

し明らかに就職戦線は厳しさを増してしrます。就職活動は3年生の秋か5始まります。それまで

の時間をどのように過こすかが非常1［大切1こなってきます，部活は授業やバイトだけでは得られ

なしr将来社会1こ出たときに必ず役に立つ要素がし、っぱし、あります。私自身の学生時代の経験や、

新潟国際情報大学でバスケットボール部長を務め、学生とともに過こし、考えてきたことを少しで

も伝えられればと思し、ます，（海外研修のため前期4～7月のみとなります〕

＾　●

安藤　潤（州D0伽）
情報文化学科准教授

経歴11992年早稲田大学政治経済学部経済学科卒業
　　　　　2000年　早稲田大学大学院経済学研究科博±後期課程単位取得修了

　　　　　中央大学経済研究所特別研究員（2002年「0月～）

専門領域1夫婦簡家事労働分担の経済分析

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講義番号
「働くこと・学ぷことを楽しめるか」
　　　　　一．‘情報’一が．‘行動’’に与える影響1新しい社会のため1こ一

皆さん、虹は何色だと思いますか。「七色が当たo前だ」と思うかもしれませんが，地域によっては二色というところもあるので

丈なぜ虹の色の数が異なるのでしょうか。もちろん物理現象としての’虹が地域によって異なるのではあoません。私たちが

認識し、評価し、そして行動することは、物理法則ど情報■によって影響を受けています。どんな“情報’の中で，人は、どのように

変わコてL1くのか、さまざまな研究がなされてきましたが、まだほとんど解明されていません。

皆さんにとコて’楽しいとぎというのはどんなときでし一；うか。行為は一人一人バラパラですが、共通点があるといわれていま

克この共通点を見つ1ブ出し，どんな’情報’の中だと、もっと楽しく、学んだo、働しrたoするコツについて考えてみましょう。

’　●

小宮山　智志（K0〃㎜刎8伽肋
情報システム学科准教授

経歴11994年中央大学文学部社会学科卒業
　　　　　1999年中央大学大学院文学研究科社会学専攻博±後期課程単位取得退学

専門領域1社会学

○ヨ



新潟国際情報大学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講義番万
「はたらくということ」

大学に進学して学ぷことが、将来の目分の職業にとってどうしrう意味をもつのか、とくに、大学で

学んだ上で社会1［出るとしrう選択をした場合、自分の将来に関する自分自身の考え方に、どのよ

うな深みを与えることができるのか、ひとつの考え方をお話しします。

’　1■

臼井　陽一郎（び∫σ〃。三。乃か。）

情報文化学科教授

経歴11989年阜稲田大学社会科学部卒業
　　　　　1995年　早稲田大学大学院経済学研究科博士課程単位取得退学

専門領域1EU（欧州連合）研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講義番万
「SEとプ□グラマ」

情報を集めて、加工し分析して、活用するための仕組あを情報システムとし、いますが、この仕組あをコンピュータを使って作

○上げる技術者1［、SE（システムエンジニア〕とプ□グラマがありますおEとプ□グラマの役割の違いはどのようなもので

しようか。

情報システムを作O上げる（開発する）ためにどのような仕事があるのかを理解し、そのなかでSEやプ□グラマがどんな仕

事をしてLrるのかを知O、阜Eやプ□クラマの仕事に興味を持ってもらえたらよいと思いま女

とくに、SEの仕事をすると、コンピュータの知識1こ加えて会社の仕組みや経営についても理解していくことになOます。コン

ピュータを活用した、新しLr経営の仕組みを考えることのできるSEがこれからの情報社会1〔は大勢必要1こな0ます。

’　1

竹並　輝之（脳K酬〃m岬州
情報システム学科教授

経　　歴11963年　慶鷹義塾大学工学部管理工学科卒業

　　　　　1965年　慶鷹義塾大学大学院工学研究科管理工学専攻修士課程修了

　　　　　1994年　（株〕東芝退職

専門領域1情報システム

「情報システムってなんだろう？」
講義番号　‘一．

’一情報’！・一’システム1！という言葉は、世の中に溢れてし、ます。どんな例が思しr浮かぴますか？いろい

ろな例から、なんとなく意昧がわかるような気もしますし、広く使われすぎてし、て、逆1〔わからな

しr気もします。

本学にも0情報システム学科一！という学科がありますが、よく誤解を受1サます。一見すると］ン

ピュータだけを学ぶところだと思われがちです。この2つの言葉と、そしてこの2つが結びつし、た・

’’情報システム’’という言葉1［つしrて、考えてみましょう。そしてなぜ「情報システム学」が、しrまの

社会1こ必要なのかも、考えてみましょう。

国’

※担当は、情報システム学科教員となります。
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「アメリカとはどのような国か」
講義番号　＝●

コ□ンプスの「発見」以降、アメリカ合衆国がどのように作られてきたかにつし、て考えます。自由

のためにみんなでカをあわせて艮い国を作ることのように語られる建国は、同時1こネイティプ・ア

メリカン（インディアン〕やアフリカ系アメU力人（黒人）たちに対する虐殺と奴隷化を前提として

し、たものでした，その歴史を語る方法さえ、現在では差別と無縁ではありません。そうした歴史

を経て、今のアメリカ社会がどのようになってしrて、何が問題とされてし、るのか。人種問題や政治

の仕組みなどのわかりやすしr解説と一緒に考えます．

越智　敏夫（oC〃τ。洲。）

情報文化学科教授

経歴11986年立教大学法学部卒業
　　　　　1992年慶藤義塾大学大学院法学研究科政治学専攻博士課程単位取得満期退学

　　　　　2002～2003年ニューヨーク大学招曙研究員

専門領域1政治学、アメリカ政治、現代思想

「ヨー□ツパの現代史」
講義番号　＝●

第二次世界大戦後のヨーロッパの歴史1こつし、て、大戦終了直後から1989年まで、次に2004年

まで、そしてそれ以降とし、う三期に分けて、話をします。キーワードは、冷戦、ドイツ統一、東欧革

命、EU形成、東方拡大の5つ1こなOます。

臼井　陽一郎（び8σ∫γ。j。肪。）

情報文化学科教授

経歴11989年早稲田大学社会科学部卒業
　　　　　1995年　早稲田大学大学院経済学研究科博士課程単位取得退学

専門領域1EU（欧州連台〕研究

「インドの人々の暮らuこみる力一ストの仕組み」
講義番号

力一ストって何だろ弐みなさんも授業で習って聞しrたことがあると思しrます。この言葉は、もと

もとはポルトガル語のカスタ（血統）としrう言葉が英語1〔転化し、それがインドでも使われるよう

1こなったもので丸インドの力一スト制度は、悠久の昔から変わらなしr社会シスチムのよう1こ思わ

れがちですが、実はイギUスの植民地支配の歴史とも大きく関わってしrました。インドの政治や

社会で、今でも大きな意昧を持つ力一ストが、どのような仕組みになってし、るのかを、結婚や教

育、就職、隣人との付き合し、など、人々の暮らしぷりから考えてし、きます。

1顯松尾　瑞穂（〃〃3σρ洲肋。）

　　情報文化学科専任講師（博士　文学）

　　経歴：総合研究大学院大学博士課程単位取得退学

　　　　　　　目本学術振興会特別研究員を経て現職

　　専門領域1文化人類学
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新潟国際情報大学

は、国家が国際法上の違法性を帯ぴる行為をした場合における、国際法上の国家責任体系につ

し、て学ぴたし、と思います。

熊谷　卓（Kσ㎜G〃肋蜆）

情報文化学科准教授

経摩11991年甲南大学法学部法学科卒業
　　　　　2000年　広島大学大学院社会科学研究科後期博士課程法律学専攻単位取得退学

専門領域1国際法学

「男女共同参画社会の理想と現実」
講義番号

男女共同参画社会の構築が叫ばれて久ししrですが、現実の社会はどのようになってしrるでしょう

か。家庭内と家庭外の労働分担比率に関する学生や社会人にお願し、したアンケート調査の結果、

企業での育児休暇取得率などのデータから、その理想と現実のギャップにつし、て講義し、何がそ

の構築の障害となってしrるのか、今後の課題は何か1こつしrて考えたし、と思し、ます。（海外研修の

ため前期4～7月のみとなります）

安藤　潤（州Do肋）
情報文化学科准教授

経歴11992年早稲田大学政治経済学部経済学科卒業
　　　　　2000年早稲田大学大学院経済学研究科博±後期課程単位取得修了

　　　　　中央大学経済研究所特別研究員（2002年10月～）

専門領域1夫婦問家事労働分担の経済分析

「お祓いをすると病気が治る？一医療人類学入門」
講義番号　＝●。

病気になったら病院に行き、薬を飲む。でもそれはどのような病院で、何の薬なのでしょう？みな

さんは近代（生物）医療を当たO前のものだと思ってしrるかもしれませんが、世界には、近代医療

以外にも、たくさんの伝統医療や民間医療が存在しています。また、西洋で近代医療が飛躍的1こ

発展し、現在のような形になったのも、18世紀以降のことです。日本でも明治時代までは、漢方

医学が主流でした。医療人類学は、それぞれの文化が持つ病気や身体に対する独自の知識や観

念を学ぷ学問で丸近代医療だけでは治せなし、病気の、面白くて少しだ1ブ怖しr世界をこ紹介しま

す。それは私た右の生活とも、意外と共通点があるかもしれません。

繍1松尾　瑞穂（〃〃∫σo洲肋。）

　　情報文化学科専任講師（博士　文学）

　　経　　歴1総合研究大学院大学博士課程単位取得退学

　　　　　　　日本学術振興会特別研究員を経て現職

　　専門領域1文化人類学
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講義番号
「つきあい方のしくみ」

’’ゲーム’’を通して「つきあし、方」を科学することを紹介します。自分勝手な人と、つきあう1こはどう

したら良しrだろうか，身近なしrじめ問題から地球規模の環境閤題まで、一人ひとりが協力すれば

解決することはわか⊃てしrるのに、実際1こはなかなか解決できません。原因を探ってみましょう。

つきあし、方を科学するための道具として、ゲームを導入します．このゲームは、アメリカの研究者

□バート・アクセル□ツドが世界の研究者に呼びか1大トーナメントを行なったゲームを参考にして

し、ます■ゲームを行しr、そしてつきあし、方1こついて考えてみましょう。

＝　一

回、

小宮山　智志（K0〃㎜必∫伽肋
情報システム学科准教授

経　　歴11S94年中央大学文学部社会学科卒業

　　　　　1999年中央大学大学院文学研究科社会学専攻博士後期課程単位取得退学

専門領域1社会学

’「ココ□の不思議」　　　　　　　　　　　　　　　講義番号

みなさんは、日常生活の中で、「何でこんなことをしてしまうのだろう」って思うことありません

か？例えば、普段机の整理なんかしなしrのに、試験前、時問がなし、ときに限って机の整理を始めた

り・さっきまでお腹一杯だったのに周りの入がおいしそう1こ食べてしrるとつし口し喰べてしまった

○など、考えてみると意外1こたくさんの不思議な行動が出てきたりします。実は、そこには人問の

ココ□の仕組みが関係してしrるかもしれません，この講義でその人問のココロの不思議を少しだ

け見てみましょう。

＝　●：

「人問の情報処理」　　　　　　　　　　　　　　　講義番万

近年、みなさんが使ってし、るコンピュータの性能は、著しく進化しています。それでも、私たちが

普鼠普通に行ってしrる行動をコンピュータや□ボット1こ行わせることは、大変難ししrことです。そ

う、私たち人問は、気付しrてしrないけれども、どんなに高1生能なコンピュータでさえも持つことが

できなしr柔軟な情報処理システムと学習能カを有してし、ます。そこで、この授業では、認知心理

学での研究を紹介しながら、人問の様々な情報処理特性を説明します。

一　■

二瀬　由理（WWo肥洲）
情報システム学科准教授（博±　文学〕

経　歴11993年九州大学文学部哲学科心理学専攻卒業

　　　　　1999年　九州大学大学院文学研究科心理学専攻博士課程修了

　　　　　2002～2007年3月　福岡大学工学部電子情報工学科知能工学助手・助教
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新潟国際1青報大学

「生産企画と管理」　　　　　　　　　　　　　　　講義番号

「生産」は工場だけで行われるものではありません。この講義は、身近な「生産の場」を舞台に話

は展開されます。

例えば、・冷蔵庫の中の「在庫管理」・まな板の上の「フ□一ショップスケジューリング」・お買し、物

の「工程計画」・サンドイッチの「線形計画」・サンタク□一スの「巡回セールスマン」さあ、一体これ

はどうし、うことでしょうか？　お好きなメニューをお選ぴくださしr。

＝　　　●

榊佐々木　桐子（舳舳K1賊。）
　　情報システム学科准教授

　　経’歴11994年東洋大学経営学部経営学科卒業
　　　　　　　2001年名古屋大学大学院人問情報学研究科博士後期課程満期退学

　　専門領域1シミュレーション・目一L目目mingコンテンツの開発および運用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講義番号
「身近な事例で学ぷ管理会計入門」　　　　　　　　　　　1

管理会計は、企業がより多くの利益をあげるとしrう目的のために、会計情報をどのように利用す

るかを研究する学問です。そのため、最近は経営会計とも呼ばれます。この講義では、高校生の

皆さん1［身近な事例を挙げながら、管理会計の目的と意義1こついて学習します。

山下　功（脇㎜3〃凧1。ω）

情報システム学科専任講師

経歴11996年横浜国立大学経営学部会計・情報学科卒業
　　　　　1998年　横浜国立大学大学院経営学研究科修士課程修了

　　　　　1998年～2003年　ミツミ電機株式会社　経理部

専門領域1管理会計、原価計算

「マーケティングとは」
講義番号　＝

マーケティングとは、顧客の二一ズや環境の変化に対応して、商晶・サービスを企画・開発し、効果

的に販売や広告を展開してし、く活動です。商品を購入・利用する消費者の立場からみますと、商

晶・サーピスを正しく評価し、選択するために、マーケティング活動を理解することが大切です。イ

ンターネットを活用して消費者の情報を収集したo、新たな商晶を開発したりしてし、る事例を具体

的に取り上げながら、マーケティングにつしrて学ぴましょう。

吉田　博（γ03〃1）A舳。洲
情報システム学科准教授

経歴11966年東京工業大学理工学部経営工学科卒業
　　　　　19フ2年～1987年住友ビジネスコンサルティング株式会社

　　　　　　（現日本総台研究所）マーケティング事業部長

専門領域1地域・地場産業の振興と産官学の連携、非営利組織のマーケティング、起業

　　　　　ベンチャービジネス

○呂



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講義番万
「地域ブランドと地域活性化」

新潟県内には「魚沼産こしひかり」、「小干谷紬」とし、った地域の名前がつしrた商晶が数多くあり

ます。これらは一般に地域プランドと呼ばれており、恵まれた自然環境や人々の優れた技や熱意

と工夫によって生まれ、全国的に知れわたってしrる有名な地域プランドは、地域のイメージをアッ

プし、地域を元気1こします。

自分達が住む地域を調べ、全国的に誇れる商晶・サービスヘの関心を深めるととも1こ、広く知らせ

ていくための広告活動や、新たな地域プうンドづくりにつし、て共に考えてみましょう。

吉田　博（γo∫〃DλHか。洲）

情報システム学科准教授

経歴11966年東京工業大学理工学部経営工学科卒業
　　　　　1972年～1987年住友ビジネスコンサルティング株式会社

　　　　　　（現日本総合研究所）マーケティング事業部長

専門領域1地域・地場産業の振興と産官学の連携、非営利組織のマーケティング、起業・

　　　　　ベンチャービジネス

「経営の基本一会社とわたしたちと経営学」
講義番号　＝　一

電車やバスを使っての通学戯科書で勉強！携帯電話でメールにれらはみなさんの多くにあては

まることでしょう。さて、わたしたちは、電車を運行したり携帯電話をつくったりできるわけで1まあ

りません。こうしたモノをつくる、運営（運行）する、販売する＜会社〉があって、くわたしたち〉は

そうした会社から提供されるモノを使ったりしているのです。この授業では、主に企業を対象にし

た学問である〈経営学〉について、以上に示したような身近な例をもとに紹介してし、きます。

大野　富彦（o舳oτ。〃淋。）

情報システム学科准教授（博士　総合政策〕

経歴11993年明治大学法学部法律学科卒業
　　　　　1自93年株式会社富±総合研究所（現みずほ総合研究所、みずほ情報総研）

　　　　　2001年　株式会社ビー・リンク　代表取締役

　　　　　2008年　申央大学大学院総合政策研究科総合政策専攻博士後期課程修了

専門領域1経営戦暗論，経営組織論
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新潟国際．1冑報大学

　　　　蟹灘籔窯薫藏義誰瓢漂鷺慧撚国
　　　　率よく実施できるようになりました。　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　この講義では、．プ□ジェクトとは何か、プ□ジェクトを効率よく案施する1こはどうしたらよいのかを

　　　　お話します。

「ソフトウェア見積もρ」
講義奄号＝　。

見積もoとし、う活動は、極めて日常的ですが、実はいろいろな種類があります。産業界では見積もりに基づ

しrてお金が用意され、活動の期問が設定されます。したがって，見積もoは近代産業の基本的で重要な業

務です。しかし、ソフトウェアを作るプ□ジェクトの見積もりは、未だに決定的な方法が見つか⊃ておらず、

長し、見積もoを作る仕事は極めて難しし、仕事の一つです。

この講義では、広く見積もりとは何か、一般にどのよう1こ見積もりを行うのか、ソフトウェアを作るとしrうこ

とはどうし、うことか、ソフトウェアの見積もりはなぜ難しいのかをお話します．この講義を通じて、簡単1こ考．

えられがちな見積もりを、本当はどのようなことなのかとしrうことを会得してもらし、たし、と思し、ま坑

『西山　茂（w∫〃㎜〃H娩舳）　　　　　　　　　，
　情報システム学科　教授

　経歴11975年電気通信大学電波通信専攻科修了工学修±
　　　　　　　1975年～200合年　NTT研究所等でソフトウェア開発手法等の研究開発に従事

　　　　　　2006年～2010年　新潟市1丁政策監

　専門領域1ソフトウェデ計測及びソフトウェア開発管理、ネットワーク応用システム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’圏

身近な生活の中で被害者や加害者にならなしrために、ウイルス、個人情報保護、著作権侵害など

を理解し、何をすべきかにつしrて以下の内容を学ぴます。

①情報倫理の基礎としてインターネット社会の特質や秩序の必要性について解説します。

②被害者にならなL1ためにパスワrドの重要性うまい話の危険性個人情報の流出防止につ」1て具体的な映像を見ながら伺をすぺきかを解説します。

③インターネット社会の脅威と情報セキュuティを学ぷためウイルスと不正アクセスにコ」rて具体的な映像を見ながら何奄すぺきかを解説します。

④加害者にならないため1＝コンピュータ1〔よる犯罪行為，不法行為1〔コL1て映像を貝ながら何をすぺきかを解説します。

⑤インターネリト社会の著作権について、著作権在侵害する行為1〔対して映像を見ながら何をすぺ古か在解説します．

　　　　　　　　岸野　清孝（KT∫〃N0軸伽此。）

情報システム学科教授（博士　工学）

経　歴11自72年京都工芸繊維大学コニ芸学部生産機械工学科卒業

　　　　　］974年京都工芸繊維大学大学院工芸学研究科生産機械工学専攻修士課程修了

　　　　　2002年株式会社日立製作所システム事業部産業・流通システム本部長

専門領域1倫理、情報セキュリティ、著作権、個人情報保護
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「デジタル化とマルチメディア　～デジタルって何？～」　　　講義番号

　現代のlT社会は・デジタルを基本1こ成立してしrます。デジタルとし、う言葉の意味は辞書で調べるこ

とができますが・実社会のlT化とどう関連してしrるのか、結びつかないとし、う人も少なくありません。

　この講義では、アナ□グとデジタルの説明と、デジタルがなぜ有利なのか、また、デジタル情報が、パ

ソコンやマルチメディア機器のなかでどう扱われているのかを解説し、さらに、デジタル情報であるか

らこそできるものとして、映画の特殊効果などへの適用事例も紹介します。

　なお・この講義は・教室で、パワーポイントで作成した教材をプ□ジェクタを使ってスクリーンに投影

して行う形態をとります。

桑原　悟（Kσ㎜8伽閉）
情報システム学科教授

経　歴11981年東京農工大学工学部数理情報工学科卒業

　　　　　　1983年東京農工大学大学院工学研究科修了

　　　　　　1983年～2000年1三菱電機株式会社情報システム技術センタ専任

専門領域1情報システム構築、情報セキュリティ

「情報システムとコンピュータ」　　　　　　　　　　講義番号

世の中は情報社会になったといわれ、われわれの周olこもテレビ、新聞、雑誌、インターネット、メールなどからさまざ

まな情報があふれていま坑これらの情報の中から役にたつ情報を選ぴ出して、うまく加工し、分析すると他人が知ら

ない新しい事実を知ることができ、それを活用して会社の利益を増やしたO、個人の生活を豊かにしたりすることが

できま丈たとえば・世界中のホームページにあるl1青報を分析して、情報を探してし、る人の質問に直ちに答えてあげ

る仕組みを作って大儲1プをしている会社や、相手チームの戦術や選手個人の走攻守のデータを集めて分析して、そ

れ1こ基づき作戦を立てて試合を有利に進めてし、るプ□野球チームなどは情報を活用している共型的な事例で丈

このような・情報を集めて・加工し分析して・活用するための仕組みを情報システムとし1います。情報システムを考え

るのは人問ですが・その実現にはコンピュータが大きな役割を担っています。情報システムの中での、人問とコン

ピュータの役割について考えて見ましょう。

萎竹並　輝之（凧KEM㎜肋榊肋
　情報システム学科教授

　経歴11963年慶鷹義塾大学工学部管理工学科卒業
　　　　　　　1965年慶鷹義塾大学大学院工学研究科管理工学専攻修士課程修了

　　　　　　　1994年　（株〕東芝退職

　専門領域1情報システム
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新潟国際情報大学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講義番号
「電気通信の始まり」

現祖ま情報通信網の発達したlTC社会です。この通信の始まOにつし、てどのような人の努力に

よってできたのか勉強します．電信のモールス、電話のベル、無線のマルコー二といった名前を

残した発明家の他にも多くの人々が競し冶ってし、ます．19世紀後半から20世紀初頭の、現在に

比べ理解しやすしr発明を通して、開発競争の歴史を勉強します。

＝　　　●

「電波の使われ方」　・　　　　　　　　　　　　　講義番行

電波は電線が無くても情報のやりとりができるため大変便利です。身近荷ところでは携帯電話や

テレビラジオの放送1こ使われてしrます。しかし、大勢のひとが効率よく使えるよう1こいろいろな工

夫がされてし、ます。携帯電話やデジタル放送の電波をスベクトルアナライザで見ながら、電波が

どのよう1［使われてし、るかを勉強します。

国’

近藤　進（K0jVD08山皿砒〃砒）　　　　　　　　　　　｛
情報システム学科教授（博士　工学）

経歴11972年新潟大学工学部電子工学科卒業
　　　　　1972年～2001年日本電信電話株式会社（元目本電信電話公社）研究所

専門領域1光ファイバー伝送用各種デバイスおよび結晶成長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講義番号
「情報検索～検索エンジンの使い方～」

0口og1目やY目hooなど普段何気なく使ってしrる検索エンジンですが、回答件数が多すぎて最初

の10件程度を閲覧するだ1サの場合が多いと思し、ます。しかし検索エンジン1こは詳細検索や検索

オプションとしr⊃た正確な検索を行うための機能がつし、ていま丈この機能を理解し使しrこなす

ことができれば80億ぺ一ジとしrわれる情報の中から本当に必要な情報を検索することができま

克この講義ではAN口、0Rなどの基本的な検索の概念と実際の使用方法を紹介し効率的にW目

b情報を検索する方法を学びます。

高木．義和（㎜KAG川。倣ω）
情報システム学科教授（農学博士）

経歴11973年京都大学農学部食晶工学科卒業．
　　　　　1973年～1996年日本たばこ産業株式会社（入社時は日本専売公社〕

専門領域1有効な情報発信、情報受信、情報管理、情報解析等
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　　　割を果たしてしrるか知っていますか．この講義では、ネットワークを構成してしrるモノたち（ネット

　　　ワーク機器〈八一ドウェア〉、約束事く通信プ□トコル〉、ネットワーク関連アプリケーション〈ソフト

　　　ウェア〉）に関して実物や実例を用し、て紹介し、わかりやすく解説していきます。

「ソフトウェア開発～ソフトウェアという「モノ」の作D方について～」　講義番号

ソフトウェアとは、コンピュータを動作させる手順や命令をコンピュータが理解できる形式で記述

したものです．ソフトウェアと呼ばれるものは、ワープ□や表計算ソフト、ゲームなどの馴染み深

し、ものから、家電、携帯電話などに組み込まれてしrるもの、現代社会を支える情報システム上で

動作するものと多岐にわたります。これらを、誰が、何を考えて、どのような方法で開発してし、る

のかを、わかりやすく説明します。

＝　　一

匡国．

石川　洋（1∫〃KA㎜肋ω肋
情報システム学科准教授（博±　情報科学）

経歴11986年静岡大学理学部数学科卒業
　　　　　1998年　北陸先端科学技術大学院大学情報科学研究科博±後期課程修了

　　　　　1998年福山大学工学部情報処理工学科助手
　　　　　2007年福山大学人間支化学部メディア情報文化学科専任講師

専門領域1ソフトウェアエ学（形式仕様記述・検証、ソフトウェア開発）

「人問の特性に調和したモノを生み出す」　　　　　　講義番万

私たちの身の回oには色々な機器があります。とても使し、やすしrと感じる機器もあれば、使うた

び1こイライラさせられる機器もあります。この違し、は、それらの機器を設計した人が、どれだ1プ人

問の特性1こ合わせて機器を設計したかによって生ずるのです。

このよう1［、人がモノ1こ合わせるのではなく、モノが人に台わせるようにする設計を「人間中心設

計」と言し、ます。この講義では、人間中心設計を行うため1こ人間の特性をどのように設計に取り

込むかを考えます。

上西園　武良（㎜〃M∫〃Z0N0嚇・ツ・∫肋

情報システム学科教授（博士　学術）

路　　歴11974年　神戸大学理学部物理学科卒業

　　　　　1976年　大阪大学大学院理学研究科物理学専攻修士課程修了

　　　　　1977年～2009年　アイシシ精機株式会社、主席技師’

専門領域1人問中心設計〔HCD〕揮眠
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新潟国際1冑報大学

「人工知能」　　　　　　　　　　　　　　　　　　講義番万

人工知能とは、］ンピュータに「知能」を持たせる技術のことです。「知能」を持たせるため1こは、

その基になる「知識」をコンピュータ1こ蓄積しな1ブればし、1プません。「知識」をどのように表現して

コンピュータ1こ覚えさせるか、またそれをどう利用するかについてこの授業では学びます。また、

近年の人工知能を応用した様々な技術（例えばユピキタスコンピューティング〕につしrても紹介

します。

中田　豊久（〃＾㎜λ吻。ム1芯胡）

情報システム学科専任講師（博±　知識科学）

経歴11993年東京工科大学機械制御工学科卒業’’
　　　　　1993年　NEC□ボットエンジニアリング株式会社

　　　　　2003年　株式会社本田技術研究所

　　　　　2006年　北陸先端科学技術大学院大学知識科学研究科博士後期課程修了

専門領域1ユビキタスコンピューティング、機械学習

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講義番号
「シミュレーション」

様々な場面で利活用されるシミュレーション技術。システムの分析、評価はもちろんですが，視覚

的にも見る人を楽しませてくれます。そんな、シミュレーションの世界に一歩足を踏み入れてみま

しょう。身の回Oの「動くもの」1こ着目し、シミュレーションを使って問題を発見したり、解決したO

するプ□セスを一緒に楽しんでみようと思しrます。物の見方、捉え方がきっと変わってくるはずで

丈パソコン上に再現したバーチャル空問を見ながら、分かりやすく解説してしrきま丈

「生産システムシミュレrション」　　　　　　　　　講義番号

この講義は，コンピュータ上1［出現したバーチャルエ場を舞台に話は展開されます。材料が運び

込まれ、機械が動き出し、し、くつかの工程を経て、物が完成する、そんな流れをまずは「見て」理解

します。

さらに、’・この工場に潜む問題は？・その問題を解決する1こは？・1つでも多く作るには？・1秒でも

早く作るには？このような様々な疑問に挑んでし、きます。さて、いい答えが見つかるでしょうか？

参加者みんなで考えてしrきましょう。，

佐々木　桐子（∫舳亙r。此。）

情報システム学科准教授

経　　歴11994年東洋大学経営学部経営学科卒業

　　　　　2001年名古屋大学大学院人問情報学研究科博士後期課程満期退学

専門領域1シミュレーション・e－L目臼rningコンテンツの開発および運用
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講義番号
「ココ□を探る“行列’’の不思議」

行列の授業で、固有値・固有ベクトルにつしrて習しrませんでしたか？　行列は人々の好みを探っ

て・本当に喜ばれる製晶を考えるときなど、社会で大変活用されてし、ます。複雑な関係の中から

共通点を見つけ出してくれるのです。例えば、あなたは好きな芸能人はし、ますか？　好きな食べ

物は？　好きな色は？　ある芸能人を好きな人は、他の芸能人も好きになる傾向があるかもしれ

ません。そしてその背後にある、本人も自覚してしrなし、潜在的な好みの傾向性を読み取ること

が・固有値・固有ベクトルを使うことで、できるのです。皆さんの好みに関する簡単なアンケートを

実施してもらし、、実際に傾向性を読み取ってみましょう。

　　　　　　　　小宮山　智志（K0〃㎜狐8伽肋）

情報システム学科准教授

経　　歴11994年中央大学文学部社会学科卒業

　　　　　1999年中央大学大学院文学研究科社会学専攻博土後期課程単位取得退学・

専門領域1社会学

　　　あります。本講義では、正ししr命題（主張）のつくり方、および複数の命題から新たな命題を正しく

　　　推論する仕方を考え拡　　　　　　国

石井　忠夫（1∫〃I肋ω）

情報システム学科准教授（博士　情報科学〕

経歴11980年山形大学工学部電子工学科卒業
　　　　　1994年日立製作所（株〕退社

　　　　　2000年北陸先端科学技術大学院大学情報処理学専攻博士後期課程修了
専門領域1非標準論理、特1〔non・Fr島g昌目nlo昌ioの体系の研究・構成的型理論に基づいたソフトウェア発展機構の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講義番号
「数学は生活の身近なところに存在する学問！」

小学校で算数、中学校で数学を学び、数学嫌し、になった生徒は年々増加傾白にあoます。私もそ

の1人でした。数学は決して無昧乾燥な学問ではありません。数学1こは「数」と「量」とし、う概念が

あります。人が隼きてし、く上で、「数」より「量」が大切であることも多くあります。「量」とは、長

さ、体積、重さ、面積、密度、時問、物理量に出てくるカニ運動量、速度、加速度、エネルギニなどで

す。さらに、社会科学的な量として人□、国の広さ、人口密度あるいはGNP、環境問題に出てく

る叩mなども広義の量です。この量というものを体系的1こ学んでしrくこと1こより、数学の世界は

無限1こ広がO、興味ある存在になるはずです。

白井健二（∫㎜w物1）
情報システム学科教授（博士　工学〕

経　歴11973年立命館大学理工学部電気工学科卒業

　　　　　1975年立命館大学大学院理工学研究科電気工学専攻修±課程修了

　　　　　1992～2008年　（株）情報工房代表取締役
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新潟国際11冑報大学

　　　（健康一体力〕のことをよく知oません。多くの国民がたまたま健康であ⊃たとか、体調が悪くなったら病院に行1プばよい、と

　　　膿驚器瓢工驚1蝋膿鰐灘鳩よ悟匿圏
　　　人〕を生き抜かなければならない若い世代の皆さんに大きな負担がかかってくるのは目に見えていま丈このことだ1ゴを

　　　考えても、国民が身体のことを学ぴ、健康体力づくOを実践することに意義があることは容易に理解できるのではなL、で

　　　しょうか。この講義では、なぜ健康体力づく0が必要か、また効果的な連動トレーニングの方法などにつしrて解説します。

　　　　　　　　　蟹藤瀬　武彦（Fσ∫1∫E砒洲。）

麗情報システム学科教授〔博±医学〕

　　経　歴11985年早稲田大学教育学部教育学科体育学専修卒業

　　　　　　　1992年　東海大学大学院医学研究科機能系専攻博士課程修了

　　専門領域1保健体育

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講義番号
「新潟平野の生い立ち」

皆さんが毎日踏みしめて生活してし、る新潟平野。とっても平らですね．どうしてこんな1こ平らなの

でしょうか？考えてみたことはありますか。新潟平野は信濃」llや阿賀野川が運んできた土砂が厚

く堆積してできてしrることはこ存知だと思し、ます。しかし、ほんの2万年弱遡ると、今のような平

野は存在せず、信濃川や阿賀野」llは深さ100m以上1こも及ぶ峡谷をつくって流れてしrたと考え

られてし、ます。その峡谷はどうなってしまったのでしょうか？この講義では、少し自然の歴史をさ

かのぽって地殻変動と気候変動の両画から新潟平野の生し泣ちを考えてみたし、と思しrます。

「北緯80度一極地の自然」　　　　　　　　　　　講義番号

北緯80度ってしrらたしrどのあたりでしょうか？北極圏としrう言葉を知ってしrるでしょうか？北極

には南極のような大陸があるのかな、それとも海だったかな？人はしrるの？？？北極としrうところ

がどんなところなのか知ってし、る人はあまりしrなしrと思し、ます．しかし、私たちの日常生活は北

極とし、う存在がし、ろしrろなことで関係してしrます。既1こ北極は遠い世界ではなくなりつつあOま

す。この講義では北極の自然の特徴を探り、その姿を紹介します。

．国

澤□　晋一（M㎜1GσC〃∫肋一舳）

情報文化学科教授（博士　地理学）

経　　歴11983年　明治大学文学部史学地理学科地理学専攻卒業

　　　　　1992年　明治大学大学院文学研究科地理学専攻博士後期課程単位取得

　　　　　アラスカ大学フェアバンクス校客員研究員

専門領域1目然地理学
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　「参加型ワークショッフ］という手法を使って、小・中・高校生に世界の現

状を伝え、真の異文化理解や国際理解とは何牟ということをともに考えて

いく取組みです。このワークショップの特徴は、従来の講義形式の授業と

は異なり、より生徒に近い目線を持つ大学生インストラ’クターがオリジナリ

ティあふれるゲームや劇を創作しながら、楽しくかつ真剣に世界について

語り合うという点で玄

　なお、この試みは2007年10月より文部科学省「現代的教育二一ズ取組

支援プログラム（現代GP）」に採択されたものです

※国際交流インストラクター

　平成17（2005〕年度より（財）新潟国際交流協会や国際協力機構（JlCA）の協カも得て、インスト

　ラクターの研修を終了し、新潟国際交流協会の認証を受1プた本学の学生。

2008～2009年度国際交流インストラクター派遣校一覧
■小学校

新潟市立赤塚小学校　　新発田市立東豊小学校

新潟市立割野小学校　　新発田市立猿橋小学校

新潟市立巻南小学校　　村上市立山辺里小学校

新潟市立満日小学校　　長岡市立島田小学校

新潟市立真砂小学校　　燕市立吉田南小学校

■中学校

新潟市立二葉中学校　　新発田市立加治川中学校

■高等学校

県立新潟工業高等学校　　市立万代高等学校

県立村松高等学校

ワークショップのテーマ（2009年度）

■甘くて苦いチョコレートの真実

■石油と私たち～資源と環境の行く末は～

■うたがって気付く自分の“世界”．

■世界をみ茶おう！しっ茶おう！

■パレスチナ・ナウ

■学校へ行けないってどういうこと？！

■ハンバーガー・サプライズ

加茂市立下条小学校　　小千谷市立岩沢小学校

阿賀野市立水原小学校　　見附市立新潟小学校

上越市立南本町小’学校　　五泉市立村松東小学校

上越市立大和小学校　　胎内市立中条小学校

十日町市立中条小学校　　胎内市立築地小学校

三条市立第二中学校

県立新津工業高等学校

三条市立大崎中学校

県立翠江高等学校
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申込み方法

1．本学総務課までご連絡下さい。ご希望の講義についてご相談させて

　いただきます。

TEL1025－239－3111　FAX1025－239－3690　E－mgil＝somu＠nuis．ac」p

3．正式な講師派遣依頼書を郵送下さい。

　必要であれば裏面の依頼書をお使いください。

　　（1）宛先　薪潟国際情報大学長　平山征夫

　　（2）内容

　　　　　・日時・会場・対象者・講義番号・講義名（テーマなど）・

　　　　　　講師名・費用　　　　　　　　　　※費用は原則として無料です。

大学見学会（学部・学科の説

明、施設見学、食堂利用）に随

時対応しております。オープン

キャンパスや模擬講義もぜひご

活用ください。

詳細およびお申し込みは、右記ま

でお問い合せください。

お問い合わせ

ξ萎新潟国際1青報大学総務課

950－2292新潟市西区みずき野3丁目1番1号

TEL．025－239－3111　FAX．025－239－3690

E－maill　somu＠nuis．ac．jp
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昌　国際化に生きる。情報化を活かす。

書■言’…新潟国際情報大学
、’Nii叩1・u・iwli｝ofl・帖mo1iomlo・一1・for・o1ion∫1・di田

950－2292新潟市西区みずき野3丁目1番1号
TEL025－239－3111　FAX．025－239－3690
－somu＠nuis．ac．jp鶴ht1p1〃www．nuis．ac．jpノ


